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～主な議案の概要～

　６月９日から６月23日までの15日間にわたり開
催された今定例会では、予算関係２件、条例関係
７件、その他６件の議案及び請願が１件上程され
ました。
　また、定例会最終日に市長より、追加議案とし
て、人事案件14件、その他１件さらに議会より、
議員提出議案２件が上程されました。
　市長提案理由では、バスやタクシーの乗務員が
不足し、市民の移動の手段に影響を及ぼす可能性
があるため、乗務員の移住定住や免許取得の支
援、夜間における帰宅手段確保のため、ナイトバ

～主な議案の概要～

スを運行する経費及び生活者支援として、省エネ
家電の購入補助、全世帯へのゴミ袋の配布等の説
明があり､「電気料金負担軽減に要する経費｣、
「交通体系整備促進に要する経費の追加額」等の
関連議案については、議案質疑で活発な議論が行
われました。
　採決においては、議第47号に対し、一部議員か
ら反対する旨の意思表示があり、賛成多数で可
決、その他の議案については原案のとおり可決等
すべきものと決定しました。

令和5年第2回定例会で33の議案を可決!令和5年第2回定例会で33の議案を可決!

●別府市一般会計補正予算(第４号) ※表中の金額は､1万円未満の額を切り捨てて表示しています

乗務員不足による縮小が懸念される地域公共交通を維持し、市民生活への影響を避けるため、乗務員
の移住支援や免許取得費を助成します。

移住定住促進に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
交通体系整備促進に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2,261万円
1,000万円

夜間における移動手段を確保するため、市内を巡回する「ナイトバス」を運行します。

交通体系整備促進に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・968万円

●請願

上人ヶ浜公園整備運営事業に関する請願がありましたので、所管委員会である観光建設水道委員会に
て審査を行いました。賛否を出すためには、さらに推移を見守る必要があるため、継続審査の提案が
あり、定例会最終日の採決の結果、継続審査とすることに決定いたしました。

Park-PFI事業「上人ヶ浜公園整備運営事業」に関する請願

●その他(市長専決処分　別府市一般会計補正予算　第３号)

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている家庭の電気料金の負担軽減を図るため、省
エネ性能の高い家電製品の購入費に対し、補助金を交付します。

電気料金負担軽減に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,953万円

●別府市競輪事業特別会計補正予算(第１号)

デジタル戦略の一環として、紙車券からデジタル車券へと時代の変化へ対応するため、独自の競輪投
票ポータルサイトを構築します。

競輪事業特別会計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
競輪投票ポータルサイト構築等委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1億7,500万円
23億 2,435 万円

（債務負担行為 令和５年度から令和７年度）
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同意
（全会一致）

報告

継続審査
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

議第67号

議第68号

議第69号

議第70号

議第71号

議第72号

議第73号

議第74号

議第75号

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

報告第6号

報告第7号

報告第8号

請願第1号

議員派遣の件について

Park-PFI事業「上人ヶ浜公園整備運営事業」に関する
請願

義務教育費国庫負担制度堅持・教育予算拡充を求め
る意見書

薬物耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を
求める意見書

市長専決処分について

一般社団法人別府市産業連携・協働プラットフォー
ムB－bizLINKの経営状況説明書類の提出について

一般財団法人大分県東部勤労福祉サービスセンター
の経営状況説明書類の提出について

一般財団法人別府市綜合振興センターの経営状況説
明書類の提出について

令和４年度別府市公共下水道事業会計予算繰越計算
書の提出について

令和４年度別府市水道事業会計予算繰越計算書の提
出について

令和４年度別府市一般会計繰越明許費繰越計算書の
提出について

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

別府市農業委員会の委員の任命につき議会の同意を
求めることについて

賛否の分かれた議案等賛否一覧表

件　名

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）
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（全会一致）

承認
（全会一致）

同意
（全会一致）

議案
番号

議決
結果

会派・議員名

議案等番号 件　　　　　名 議決結果

議第46号

議第47号

議第48号
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議第50号
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第2回定例会における議案等の審議結果など

議第47号 令和５年度別府市競輪事業
特別会計補正予算(第１号)

議案賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「－」、欠席者は「欠」、議長は「／」（採決に加わらない為）、法律により採決に加われない議案は「除」

議案等番号 件　　　　　名 議決結果

議員提出
議案第7号

議員提出
議案第8号

原案可決
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇××

（可決された意見書と請願の詳細についてはＨＰにて掲載しています）
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別府市固定資産評価審査委員会の委員の任命につき
議会の同意を求めることについて

別府市固定資産評価審査委員会の委員の任命につき
議会の同意を求めることについて

別府市教育委員会委員の任命につき議会の同意を求
めることについて

副市長の選任につき議会の同意を求めることについて

副市長の選任につき議会の同意を求めることについて

他の普通地方公共団体の公の施設を本市の住民の利
用に供させることに関する協議について

市長専決処分について

市長専決処分について

市長専決処分について

市長専決処分について

市長専決処分について

市長専決処分について

別府市火災予防条例の一部改正について

別府市竹細工伝統産業会館の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

鉄輪地区駐車場の設置及び管理に関する条例の一部
改正について

ハイパフォーマンスジム別府の設置及び管理に関す
る条例の一部改正について

別府市税特別措置条例の一部改正について

別府市税条例の一部改正について

別府市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
について

令和５年度別府市競輪事業特別会計補正予算(第１号）

令和５年度別府市一般会計補正予算（第４号）
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議第56号｢市長専決処分 令和５年度別府
市一般会計補正予算(第３号)｣について
【電気料金負担軽減に要する経費について】

議案質 疑

　　　市内の対象となる小売店舗は、41店舗である
ことを把握しています。いずれも市内に本社及び本
店を置く店舗となります。

今回、3,953万円がこの事業に計上をされ
ており、市内に住んでいる市民が対象であ
る。市内の小売店の店舗数など、把握をし
ているのか。

　　　コールセンターなどは新設をせず、職員が中
心となって市役所での申請書等の提出書類の確認や
審査、電話対応を行っていくこととしています。

受付窓口などの業務内容としては、どのよ
うなものがあるか。

議第46号｢令和５年度別府市一般会計
補正予算(第４号)｣について
【移住定住促進に要する経費について】

　　　就職氷河期の正社員雇用の促進をするため、
昭和45年４月２日から昭和61年４月１日の間に生
まれた方が対象となります。募集期間は、７月１
日から来年の１月末日までとなります。

移住支援金の年齢制限及び募集期間は。

【交通体系整備促進に要する経費について】

　　　ナイトバスの始発場所は、国道10号沿いの
今回のナイトバスの出発地点は。

　　　リアルタイムでお知らせを行うことは困難で
すが、プッシュ型でお知らせすることで、小売店と
顧客とのトラブルを解消したいと考えております。

予算の終了時が小売店では把握が出来ない
ので、事前に知らせるべきだと思うが、どの
ように対応を行うのか。

北浜バス停留所の高速バス乗り場を活用する予定で
す。

● 総務企画消防委員会
　市民や観光客の移動手段の確保に加え、消費拡
大による経済波及効果の向上のため、ナイトバス
の運行を委託する経費を計上しているとの説明が
ありました。
　委員より、無償は受益者負担に反するのではな
いかという質疑に対し、路線バスの延長も検討し
たが事業者の対応が難しく有料の検討も行った
が、事業計画の作成や国土交通大臣の許可に時間
がかかることから、迅速に移動手段の確保のた
め、無償としたとの説明がありました。

● 観光建設水道委員会
　物価高騰の長期化による影響を緩和し、個人消
費の下支えによる市内経済の活性化を図るため、
プレミアム商品券を発行することに伴い、プレミ
アム分にあたる経費及び事務費を実行委員会へ負
担することについて、委員から、前回のプレミア
ム商品券での電子商品券に対する改良についての
質疑があり、当局より、アンケート調査を踏ま
え、市民と事業者の声をもとに改良していくとの
答弁がありました。

● 厚生環境教育委員会
　別府駅構内に授乳やおむつ替え等ができる個室
スペースを設置することに対し、委員から、衛生
面等から施設内でおむつを捨てられるようにすべ
きではないかとの意見があり、当局から、利用者
の立場に立って前向きに検討していきたい旨の答
弁がありました。
　また、市内のホテル・旅館で助産師による心身
のケアや休息を提供する「リゾート産後ケア」に
対しては、富裕層のみを対象にした事業にならな
いこと、ホテル等の選定にあたっては慎重に検討
すること等の意見がありました。

　今定例会の議案質疑では、執行部が提出した令
和５年度各会計補正予算や条例などの議案に対し
８名の議員が質疑を行いました。そのうち主な議
案質疑を掲載します。

常任委員会審査
　会議での提案者の説明及び質疑が終了した後、
さらに検討するため、常任委員会等に議案審査を
付託しています。

　　　ナイトバスの周知方法として、市のホームペー
ジや市報に掲載をするほか、関係団体等への広報も
行う予定です。

今回のナイトバスの市民への周知方法はど
のように行うか。

（議案質疑の詳細は HP にて掲載しています。）
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｢新学校給食センターと新型コロナ
ウイルス感染症｣について
　
　　アレルギー対応食について、自校式給食
であれば、例えば、卵アレルギーだけの児童
は、他の５品目は喫食できていた。今後、セ
ンター化すると、食べられる食材も食べられ
なくなるのは後退では、との意見がある。も
う少し、きめ細やかな対応はできないか。
　　アレルギーを持つ児童生徒にとって、誤
配や誤食は命に関わる重大問題です。別府市
では、平成29年度以降、原則６品目除去食を
提供しています。最優先すべきは、子どもた
ちの安全安心面です。これを一番の念頭に考
えています。
　　５類移行後のコロナ対応について、ワク
チンの接種状況、感染状況はどのようになっ
ているか。
　　本年５月に開始した令和５年春開始接種
の接種率は、全体で9.3%です。対象は、65
歳以上の高齢者、基礎疾患のある人及び医療
関係者となっています。市内の感染状況は、
６月５日以降わずかに増加傾向に転じてお
り、診療可能な医療機関は、別府市内に70か
所程度あります。

新学校給食センターについては、多くの方が
自校式を継続してほしいと署名している。
自校式の素晴らしさを再度認識し、今後に活
かしてほしい。
また、新型コロナウイルス感染症と季節型イ
ンフルエンザは大きく異なる。今後、ワクチ
ン接種を広げることも大切だが、検査を躊躇
せずに受けられる体制、無料検査を考えてい
ただきたい。

｢亀川住宅」について
　
　　亀川住宅が令和３年度に建て替わり、新
しく綺麗になった。エレベーターも整備され
た住宅に、入居された皆さんが喜んでいる。
特に、以前の古い住宅から住まわれている方
たちは、高齢の方が多く、生まれ変わった亀
川住宅に帰って来られたことに大変感謝され
ている。近くには、太陽の家があり、障がい
者の方が多く住まわれている地域で、バリア
フリーにも配慮し建設されたとは思うが、車
椅子の方が実際に生活して行く中で、いくつ
かの困った事態や立地から発生する問題点も
あると伺った。入居者の要望にどのように対
応しているか。
　　入居者からの要望は、多岐に渡ります
が、耳を傾け、丁寧な対応に努めてまいりま
す。
　　住宅東側の跡地利活用については、入居
者や近隣の方が大きな関心を持っている。そ
のような中、スーパーマーケットやドラッグ
ストアができる等、情報が独り歩きし、まこ
としやかに伝えられている。駅に近い広大な
空間として活かすべきではないかと思うが、
現時点での跡地利活用の計画は。
　　住宅跡地の利活用について、現時点での
具体的な計画は決まっていません。関係部署
において協議を進めていますが、入居者は元
より、周辺住民の皆さまにとりましても最適
な活用方法を調査検討していきたいと考えて
います。

一般質問は、市の行政全般にわたり事務の執行状況や将来に対
する方針などを質問するものです。６月議会では18名の議員が
市当局の見解をただしました。主な内容は次のとおりです。一般質問

Q A

公明党
いち　はら　　　　たか　お

市原　隆生　 議員

日本共産党
み　　ま　　　きょう　こ

美馬　恭子　 議員
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｢中学校の授業での柔道着購入｣につ
いて
　
　　学習指導要領により、中学校では柔道の
授業が取り入られている。入学時に柔道着を
購入するが、１着当たりの購入金額はいくら
なのか。また、柔道の授業は何年生で行わ
れ、年間の総授業時間は何時間か。
　　購入先やメーカー等の指定はなく、空手
着等の柔道着に似たもので授業を受けること
が可能です。１着2,000円から5,000円程度
で購入できます。柔道の授業は、中学校１年
生及び２年生で行われており、授業時間につ
いては、学習指導要領には、「その内容の習
熟を図ることができるよう考慮して配当する
こと」と記述されており、各学校の教育課程
で配当時間を定めています。概ね各学年で６
時間から10時間ほどが配当されています。
　　柔道着の使用が少ないことから、保護者
から学校で購入し、学校保管しながらリユー
スできないのかという声がある。現状では、
リサイクル情報センターに回収された柔道着
を求める保護者も多数いると聞いている。リ
ユースは、保護者の負担軽減につながると思
うが、市の見解は。
　　現状、学校では柔道着の準備について
は、購入だけではなく、譲り受けたものや、
空手着などの代用品等を着用し、授業を受け
ることができることもお知らせをしていま
す。柔道着の取り扱いにつきましては、学校
において対応できる方法を検討してまいりま
す。

｢上人ヶ浜公園整備事業｣について
　
　　地域住民はもとより、市内外から多くの
方々が訪れる上人ヶ浜公園は、別府市に残さ
れた最後の自然海浜公園である。今回のパー
クPFI事業は民間活力を用いて、公園内にレス
トランや宿泊施設等が建設されることが決定
されている。住民は､今までどおり公園が利用

できるのか。また、自然を破壊しないのか。
駐車場の配置においては、子ども達を含む安
全対策はどのようになっているのかと心配し
ている。市の考えは。
　　現在事業者と市による協議を行なってい
ます。住民説明会により、市民の意見を聞き
ながら事業を進めてまいります。また、自然
環境に配慮した工事を心がけてまいります。
駐車場についても、未だ確定しておらず、配
置についても事業者と検討しているところで
す。
　　工事の内容、工事の時期が明確になった
場合は、速やかに住民説明会をする必要があ
ると思うが、今後、説明会をする予定はある
のか。
　　地域住民も含め、市民の不安を払拭する
よう今後、説明会を行ってまいります。

｢Park-PFI事業｣について
　
　　これまで別府市は、別府公園、鉄輪地獄
地帯公園、春木川公園そして上人ヶ浜公園に
おいて、民間事業者に公園用地を借りてもら
い、公園整備などの還元事業と収益事業の両
方を行なっていただくPark-PFI事業を進めて
いる。民間事業者の収益事業と還元事業のバ
ランスは図れているか。
　　還元事業と収益事業のバランスについて
は、最大限の配慮を行っています。
　　市が進めるPark-PFI事業は、市民のため
の還元事業より民間の収益事業が優先されて
いると考える。その要因の1つに、１平方メー
トル120円からという安過ぎる土地代の問題
があるが、市の見解は。
　　１平方メートル120円は、市の条例で定
められており、公募の際にこの金額以上の提
案を求めています。
　　国は、市民の共有財産である公園が一部
の宿泊利用者の専用地となる懸念があること
から、公園には特段の理由がない限り宿泊施
設は設置してはならないという指針を示して
いる。市は、体験型宿泊施設を公園に設置し
ているが、市民の利便性等を追求した公園整
備事業をしているか。
　　公園は、市民や観光客等、利用者全ての
方のために整備されるべきと考えています。
そのことを念頭に置き、今後も賑わいのあ

公明党
お 　 の 　 　　けい　こ

小野　佳子　 議員

自民新政会
よし とみ  えい さぶ  ろう

吉冨英三郎　 議員

新たな別府を創る会
もり　　　　　だい　すけ

森　　大輔　 議員
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る、安心できるような公園整備に努めていき
たいと考えています。

｢世界一の観光地を目指して｣について
　
　　観光ＤⅩ、食×観光、ユニバーサルツー
リズム、免疫力日本一宣言の４つを形にし、
稼ぐ別府、儲かる別府にするとは。
　　観光の４本柱を中心とした観光事業にす
ることで、別府観光の高付加価値化を推進
し、観光を中心とした域内での経済循環を創
出する体制を構築し、稼げる観光を目指し、
観光で得た財源で、市民サービスの充実を図
る。儲かる別府、稼げる別府の実現に向け、
観光の四本柱とともに新湯治・ウェルネスツ
ーリズムの推進を図り、効果的な財政投資を
実施していく。
　　今回、観光庁の補助事業「地域一体とな
った観光地の再生・観光サービスの高付加価
値化事業」に採択されたが、その内容は。
　　全国の温泉地は、平均宿泊数や労働生産
性が低く、生産性の向上や、高付加価値化が
急務であるため、関係機関と連携し観光庁に
申請を行った。補助対象は、市内の宿泊施設
や観光施設45事業者、全65事業で、総事業
費は、69.7億円、補助額33.4億円、昨年度
分と合わせて50億円の補助枠を獲得すること
ができた。各施設の高付加価値化により、従
業員の雇用条件の向上を図るなど持続可能な
別府観光を推進するとともに、「健康や癒
し」を求める観光客をターゲットに、高単価
層を対象とした取り組みを強化し、さらに手
頃に健康・癒し・リフレッシュを求める層の
宿泊滞在を促進する。このような取り組みに
より、「新湯治・ウェルネスツーリズム」別
府としての地位を確立したい。

｢新湯治・ウェルネスツーリズム｣に
ついて　
　　昨年の９月議会に提出された新湯治・ウェ
ルネスツーリズム事業は、令和５年３月まで

に調査を行うようになっていたが結果はどう
だったか。
　　医療・美容・健康など、目的別のプログ
ラム・サービスを提案して、別府ならではの
付加価値を提供していくもので、研究・実践
拠点は体験機能などを有するものを想定して
います。立地場所については、一定の条件の
市有地を抽出しています。
　　市民の関心事は、研究・実践拠点施設の
候補地はどこか、体験型宿泊施設ができるの
か、温泉の枯渇につながらないのかである。
市民の不安を払拭するためにも今後の途中経
過について情報公開をしたらどうか。
　　意思形成過程において情報を公開するこ
とは不安を煽ることになるので、政策として
お示しできる段階になってから公開を考えて
います。隠すということは一切ありません。
　　鉄輪で、かんなわ蒸し通りずむの活動が
行われている。鉄輪全体を1つのフィールドと
して、５つのカテゴリー、34のプランがあ
り、15の会場で行われている。まさに、新湯
治・ウェルネスツーリズムが誕生していると
考えるが、市の見解は。
　　この取組については、新湯治・ウェルネ
スツーリズムのコンテンツになると考えてい
ます。
　　拠点施設の内容は分からないが、拠点施
設が別府のまち、鉄輪のまちを大きく飛躍さ
せることであるなら大賛成である。１つの事
業者が利益を被ることがないようにしてもら
いたいが、現時点でどのような考えか。
　　この事業の目的から、１つの事業者のた
めだけに行うことは100％ありません。鉄輪
蒸し通りずむは素晴らしい事業ですが、湯治
と新湯治の違いは効果を数値化し、科学的根
拠を示すことです。

｢子育て支援の拡充を｣について
　
　　３歳未満児の第１子保育料を無料にした
場合、保育所・幼稚園の第１子・第２子の給
食費を無料にした場合、幼稚園・小学校・中
学校の第１子・第２子の給食費を無料にした
場合、小中学生の通院・歯科受診及び高校生
の入院・通院受診・歯科費等・調剤の医療費
を無料にした場合に約５億円の追加財源が必
要となるが、子育て支援を拡充できないか。

創世会
の　ぐち　　　てつ　お

野口　哲男　 議員

自民新政会
まつ　かわ　　　しょう　ぞう

松川　章三　 議員

行財政改革クラブ
いずみ　　　　　たけ　ひろ

泉　　武弘　 議員
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　　別府市だけでなく、国、県単位での大き
な議論が必要な問題と考えています。財源の
問題はありますが、取り組むべき課題と認識
しています。
　　高齢者等の移動支援として、路線バスの
運賃割引をしているが、路線バス以外でも移
動支援が必要だが、市長の見解は。
　　市民に寄り添った快適で、便利に使える
総合的な交通体系を協議会や庁内でも議論を
行い、課題解決に向け、検討していきます。
　　公共施設や民間施設に依然、段差や傾斜
等のバリアがある。特に、公共施設にバリア
があることは、大変恥ずかしい。道路や公民
館、民間住宅にどのように対応するのか。
　　令和３年度に歩道のある主要な路線調査
を行い、その結果、年次計画を立て改修工事
を行っています。民間住宅については、建築
確認申請時に段差の解消など技術的な助言を
行っています。

｢公共交通｣について
　
　　バス、タクシー等、運転手不足は、全国
的な問題となっている。市内を運行する乗合
バス会社２社における減便数と廃止予定数を
昨年度と今年度を比較し、尋ねたい。
　　昨年度と今年度を比較すると、２事業者
を合わせて、平日43便、土日祝14便の減便
となっており、１路線が廃止となりました。
今年度は、新たに１路線が廃止予定となって
います。
　　一般旅客自動車運送事業者のバス・タク
シー運転手として就職した移住者を対象に、
県の支出金を活用し、1世帯100万円・単身
者60万円・子ども1人につき100万円の加
算、また大型免許・普通自動車の2種運転免許
取得費用として、上限50万円(大型2種)また
は20万円(普通2種)を交付するが、最低、何
年間の在籍期間を設定しているのか。また、
途中で退職した場合やその返還義務は。
　　男女を問わず、最低５年以上の在籍期間
とし、支援金については、申請日から３年未
満に転出した場合、全額返還となり、３年以
上５年以内に別府市から転出した場合は半額
返還となります。
　　国交省が大手・中小企業を問わず、バ
ス、タクシー及びトラック事業の運転手不足

に対応するため、運転者職場環境良好度認証
制度を創設しているが、その内容は。
　　総合的な取り組みの一環として、令和２
年度に創設された制度です。市内に事業所が
あるバス会社のうち、１つの事業者が令和５
年６月に２つ星の認証を受けることになりま
した。

｢自転車乗車中のヘルメット着用｣に
ついて
　
　　本年４月１日より、改正道路交通法施行
により、自転車乗車中は全年齢で、ヘルメッ
ト着用が努力義務化となった。自転車利用者
へのヘルメット着用の啓発については、どう
するのか。
　　関係機関と連携しつつ、市報や公式ホーム
ページを活用するとともに、自治会を通じ、周
知啓発してまいりたいと考えています。また、
市内では、毎年、小学３年生を対象に自転車交
通安全教室を開催し、中学校では１校を指定
し、自転車乗車時の安全意識の向上を図って
います。市内の小中学生において、毎年数件で
はありますが、自転車乗車中の事故が発生し
ています。子どもの安全確保のために、学校と
家庭の取り組みが必要であると考えていま
す。令和３年４月１日の大分県自転車の安全
で適正な利用の促進に関する条例の施行以
降、校長・所長会議等を通じ、ヘルメット着用
の啓発を行ってまいりました。今般の道路交
通法の改正に伴い、再度、ヘルメット着用に関
するアンケート調査を行い、実態把握に努め
るとともに、その状況を踏まえ、着用率向上に
向けた取り組みを拡充することを検討してま
いります。それらの取り組みの中で、改めて、
法や県条例の周知と徹底を含めた交通安全教
育の推進を図り、ヘルメット着用の啓発を行
うとともに、保護者に対する繰り返しの周知
と啓発を行ってまいります。

｢公園行政と水道局契約｣について
　

市民クラブ
もり　やま　　　よし　はる

森山　義治　 議員

自民新政会
まつ　かわ　　　　みね　　お

松川　峰生　 議員

自民新政会
あ　　べ　　　いち　ろう

安部　一郎　 議員
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　　春木川公園整備運営事業についての進捗
状況は。
　　西側エリアにつきましては、着工に向け、
現在、事業者の内部協議が行われています。
　　上人ヶ浜公園整備運営事業の進捗状況は。
　　３月に基本協定を締結し、現在は、住民
説明会を実施しながら、基本設計作成に向け
て協議を行っているところです。
　　宿泊ルームが増えそうだが、宿泊以外の
来訪者は砂湯に入場はできるのか。
　　事業者が予約システムを構築し、営業す
る予定であり、宿泊者以外の来訪者も利用が
十分可能である計画となっています。
　　コンテナを配置するエリアは希少植物の生
育地である。ここに立地の許可をするのか。
　　海浜希少植物のエリアは、傷めないよう
に配置計画を十分確認しながら、事業を進め
ていきます。
　　鉄輪地獄地帯公園の未整備の樹林地につ
いても供用開始となっているようであるが、
今後の予定は。　　　　　
　　樹林地に関しては、整備の予定は今のと
ころございません。
　　水道局贈収賄事件の対応と対策について、
退職金返納請求及び財産保全の申請はしたの
か。
　　審査会の答申を経て返納命令が行われた
際に、法令に照らして適切な対応をとるよう
努めます。

本人から聞き取りが終わり審査会を開くまでに
慎重を期すために一年間を費やしたというのが
理解できません。 

｢生活保護受給者の自立支援体制｣に
ついて
　
　　生活保護費のうち、生活扶助費全体のお
よそ57％を占める医療扶助費の適正化は、最
も重要であると認識している。本市の取り組
みは。
　　長期入院患者等退院促進事業、生活習慣
病の予防・改善を進めています。日常生活の
自立及び社会生活での自立といった観点か
ら、生活保護受給者の健康管理を把握し、
個々に沿った健康指導を行い、医療と生活の
両面において支援しています。

　　対象となる医療機関等の数と毎月の請求
件数は。
　　市内の医科、歯科、訪問看護、合わせて
約180カ所、調剤薬局約70カ所から毎月約
7,000件の請求があります。
　　今後、医療機関とのやり取りを簡素化す
るために、デジタル化の導入に向けての取り
組みと本市の企業においても高い理念のもと
障がいのある方の自立に向け、取り組みを行
っている。行政として、自立支援の就労支援
ノウハウなどを調査研究し、導入をする考え
はあるか。
　　マイナンバーカードを活用した生活保護
受給の有無について、資格確認のシステム化
が全国的に導入される予定となっておりま
す。それにより、医療券の発行・送付等の事
務を軽減し、利用者や医療機関の利便性を高
めることが期待されています。別府市独自の
就労支援につきましては、他の自治体の取り
組みを参考に効果的な就労支援の方法を模索
していきたいと考えております。

｢少子化対策、産後ケア｣について
　
　　昨年度の別府市の産後ケア利用実人数は、
48人と昨年度の出生数に対し、１割に満たない
利用者数に留まっている。本市の産後ケア事業
のチラシには、利用できる方を別府市に住民登
録のある生後1歳未満の赤ちゃんとお母さんで、
次のいずれかに該当する方、産後の心身の不調
や育児に対する強い不安がある方、ご家族等か
ら十分な育児や家事等の支援が受けられないな
どの困りのある方と記載がある。国は、令和５
年度の国家予算に合わせて、産後ケア事業の実
施要綱改正を行い、産後ケア事業の対象者につ
いては、様々な利用条件を取り払い、産後ケア
を必要とするものとの記載にし、利用の窓口を
広げる方針である。利用条件の２項目をなく
し、利用者を増やすべきだと考えるが、市の見
解は。
　　国より今後、正式に要綱の改正がありま
したら、見直し等、拡充や検討をしてまいり
たいと考えています。
　　別府市でお悔やみコーナーが設置され、
手続きがスムーズになり、大変好評である。
今後、出生の手続きの簡略化について、実施
する予定はあるか。

自民新政会
あ　べ　　　　しん　いち

阿部　真一　 議員

創る未来の会
なか　むら　　　　　さとる

中村　　悟　 議員
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　　出生手続きの一元化やワンストップ窓口
導入等、本市におきましても、子育てに関す
る窓口での手続きの負担軽減策を講じる必要
があると認識しています。今後、調査・検討
等、行ってまいります。

｢防犯カメラ｣について
　
　　近年、市内でも空き巣による被害なども
あり、心配の声も聞かれる。防犯カメラの効
果については、どう捉えているか。
　　録画されていることにより、子どもや女
性に対する声かけ事案や、その他住民が不安
に感じる犯罪の発生を抑止する効果があると
考えています。また、抑止力が働かなかった
場合や交通事故の場合は、録画情報の提供に
より、事件の早期解決に役立つ効果が考えら
れます。
　　防犯カメラの設置に対して補助制度はど
うなっているのか。
　　大分県警が実施する地域見守り向上事業
により、自治組織、学校PTA組合及び町内会
などを対象に補助対象経費の２分の１、１団
体上限50万円の補助を行っております。
　　中津市では、市も補助金を出して自治会
単位などの申請で、個人の土地や住宅の屋根
などに防犯カメラの設置を行っている。この
ように他都市では、防犯カメラの設置に対
し、補助制度に取り組んでいるところは見受
けられるが、別府市としても今後、どのよう
に考えているのか。
　　今後、他都市の支援助成制度を参考とし
ながら、防犯カメラの設置に対するニーズを
踏まえ、助成制度の創設へ向け、取り組んで
まいります。

｢教員不足の問題、業務削減の取り
組み等｣について
　
　　教員の欠員状況等、学校現場の実情や厳
しい状況を、保護者や地域の方に知ってもら
い、教員が子どもの教育に専念できるよう、

地域でできることは、地域で対応してもらう
必要がある。学校からは伝えづらいため、教
育委員会から働きかけるべきだと考えるが、
どのような考えか。
　　子どもと向き合う時間や教育活動に専念
できる環境の確保に向け、学校運営協議会へ
の支援、助言等を行ってまいります。
　　教職員の欠員や多忙化解消のため、研修
や出張、提出物や報告書の削減が必要だと考
える。欠員がある学校に対し、参加人数や提
出物の締め切りなど、現場への配慮を行って
いただきたいが、市の見解は。
　　校長の判断のもと、参加が困難な場合
は、市教委から県に理解を求めています。提
出物や報告書等の削減にも努めています。
　　教員不足の対応策として、市教委内に再
任用教職員を配置する学校支援室を設置する
など、欠員対応策を講じてはどうか。
　　各種法令や規定など多くの検討課題があ
りますので、今後検討していきます。

【就学前教育・保育ビジョンの策定】
　　就学前教育の確保と、地域としての役割
を果たしていくために、公立幼稚園の正規教
職員の採用が必要不可欠であるがどうか。
　　公立幼稚園の役割やその必要性は感じて
います。職員配置につきましては、関係課と
協議をしていく予定です。

｢男性用個室トイレのサニタリーボ
ックス設置｣について
　
　　男性用個室トイレにサニタリーボックスを
設置する動きが、近年全国の自治体に広がって
いるが、別府市役所における設置状況は。
　　本庁舎の男性用個室トイレは全部で17ヶ
所あります。サニタリーボックスについては
未設置ですが、多目的トイレ（５ヶ所）には
設置しています。
　　前立腺がん、膀胱がんなどの病気治療の影
響や、加齢などで必要としている方が安心して
外出ができ、快適に過ごすために、ぜひ、設置
をしていただきたいがどのように考えている
か。
　　設置の必要性は、認識しています。まず
は、市役所庁舎のグランドフロアと１階に試
行的に設置するための準備をしているとこ

市民クラブ
み　　え　　　　ただ　あき

三重　忠昭　 議員

公明党
しげ　まつ　　　やす　ひろ

重松　康宏　 議員

公明党
あな　い　　　こう　じ

穴井　宏二　 議員
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ろです。
　　トイレの困りごとを抱える方々の精神的
負担を軽くするためにも、市役所の全フロア
への速やかな設置と、さらには出張所や公民
館などの他の公共施設への設置を望むが、今
後の市としての見解は。
　　全ての方が安心して外出できる環境づく
りとして、他の公共施設にも設置を働きかけ
てまいります。

｢別府市のポータルサイトの費用と
効果｣について
　
　　別府市のホームページのトップに出てく
る別府たびを見ると、以前の別府観光のホー
ムページに比べ、中身が見やすくなってい
る。別府たびの発注先と費用及び、ランニン
グコストは。
　　別府市観光情報ウェブサイトである別府
たびは、ホームページでも公表していました
が、令和4年度は、一般競争入札により、デ
ジタルバンク株式会社に年間、約2,445万
4,000円で制作及びデジタルマーケティング
を委託しています。令和5年度については、
ウェブサイトの記事作成や更新作業などの委
託料として1,595万円を計上しています。
　　宿泊予約サイトの運営費にかかる費用
は。また、利用者数を伸ばすために市とし
て、どのような取り組みを行っているか。
　　令和５年度については、B-bizLINKへの
負担金として、1,698万円を計上していま
す。利用者数については、サイトコントロー
ラーの拡充や新規参画施設の拡大、閑散期を
中心としたキャンペーンやＳＮＳ媒体広告の
活用等により、利用者を伸ばしていきたいと
考えています。

｢現在の別府市の財政状況｣について
　
　　限られた財源の中で、市は優先順位を明
確にし、運営を行っていかなければいけな
い。それを明確にした場合、どのような優先

順位となるのか。
　　「市民の幸福」が実感できるまちの実現
のため、その時機に応じて機を逸することな
く、きめ細やかに市民に寄り添う政策を実行
に移すための予算編成を実施していきます。
　　別府市は平成27年度から令和３年度まで
に約40億円の地方債残高が増加している。一
方で、基本的基金である財政調整用基金は、
約15億円も切り崩している状態であるが、こ
の状況をどのように分析しているのか。
　　別府市の借金返済の割合を示す実質公債
費比率は、令和３年度では全国平均を下回っ
ており、地方債償還の財政負担割合は低い状
態であり、基金の残高は財政目標である標準
財政規模の20％を超える額を確保できていま
す。様々な財政指数からも別府市は、健全な
財政運営ができていると考えています。
　　別府市では、市民の皆様が心配している
ような財政破綻を起こすような可能性は低い
という認識でよいのか。
　　本市は、財政健全化の判断基準におい
て、自治体の財政破綻に捉えられる財政再生
段階の基準を大きく下回っており、現状で
は、別府市が財政再生団体となる可能性はな
いと言えます。

べっぷ市議会だより（2023年7月1日発行
分）の別杵速見地域広域市町村圏事務組合議
会において、泉　武弘議員と記載しておりま
したが、野口哲男議員となりますので、訂正
してお詫びいたします。

お詫びと訂正

どなたでも市議会に請願・陳情すること
ができます。請願とは、国や県・市に対
し要望や意見を述べることをいいます。
別府市議会に請願書を提出するには別府
市議会議員の紹介が必要になります。
詳しくは別府市議会ホームページをご覧
いただくか、議会事務局までお問合せく
ださい。
なお、令和５年第３回定例会の請願の受
付期限は８月23日(水)17時までです。

請願・陳情

有志の会
しお　て　　　　ゆう　た

塩手　悠太　 議員

日本維新の会
いし　だ　　　　　つよし

石田　　強　 議員
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令和５年度
市民と議会との対話集会
（意見交換会）の参加者募集

令和５年度
市民と議会との対話集会
（意見交換会）の参加者募集

令和５年度
市民と議会との対話集会
（意見交換会）の参加者募集
市内在住または市内の高校・大学に通う17歳～
22歳の方を対象に､「若者の政治参加や選挙制
度についての意見交換会」の参加者を募集し
ます。詳細につきましては、別府市議会ホーム
ページをご覧ください。

https://www.city.beppu.oita.jp/gikai/

公職選挙法に基づき、虚礼廃止の徹底を行っています。
別府市議会ではこの一環として、初盆のお供えには、御
霊のご冥福を祈る「追悼あいさつ文」を持参して、お参
りすることにしています。
政治家が、暑中見舞い状を出すことや、お中元などを贈
ること、お祭りへの寄附をすることは、法律で禁止され
ています。
また、有権者の皆さまが、政治家に勧誘・要求すること
も法律で禁止されています。
市民の皆さまには、趣旨をご理解のうえご協力をお願
いいたします。

虚礼廃止にご理解ご協力を

９月１日
６日
７日

12日～14日
15日
　

19日～21日
 22日
26日

議案上程
議案質疑、委員会付託
常任委員会審査
予算決算特別委員会
予算決算特別委員会
表決
一般質問
一般質問（予備日）
各常任委員会委員長報告
討論、表決

令和５年
第３回 市議会定例会
会期日程(予定)

令和５年
第３回 市議会定例会
会期日程(予定)

令和５年
第３回 市議会定例会
会期日程(予定)

※日程は、変更することがあります。

※詳細は変更される場合がありますのでＨPでご確認ください。

日時：令和５年11月11日（土）
15:00～16:30（予定）


